
平成21年3月期 第2四半期決算短信 

平成20年11月12日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社佐藤渡辺 上場取引所 JQ 
コード番号 1807 URL http://www.watanabesato.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 渡邉忠泰

問合せ先責任者 （役職名） 取締役執行役員管理本部長 （氏名） 角谷正人 TEL 03-3453-7354

四半期報告書提出予定日 平成20年11月13日

1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 10,875 ― △1,020 ― △1,069 ― △1,087 ―

20年3月期第2四半期 9,948 △7.0 △707 ― △778 ― △808 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △68.13 ―

20年3月期第2四半期 △50.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 29,012 3,816 13.1 237.78
20年3月期 31,945 4,875 15.2 303.84

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  3,794百万円 20年3月期  4,850百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 1.00 1.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 13.1 480 45.7 340 105.8 250 △53.5 15.66

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

[(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４ その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４ その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

＊ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記に記載した業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後様々
な要因により予想数値と異なる場合があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第１２号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針 
第１４号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  15,978,500株 20年3月期  15,978,500株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  19,425株 20年3月期  14,445株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  15,961,709株 20年3月期第2四半期  15,965,245株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライム問題に端を発した世界的な信用
不安・金融不安が一段と高まっており、また、原油・資材価格の高騰や円高の進行などにより景気の減速
感が強まる展開となりました。 
 道路建設業界におきましては、公共工事の発注抑制や民間建設工事の発注遅延などから、受注競争がさ
らに激化するとともに、原油価格高騰に伴う資材等価格の上昇も加わり、厳しい事業環境にあります。 
 当社グループでは、このような状況下、顧客第一・品質重視の経営姿勢を堅持し、工事受注と製品販売
の拡大に向けて既存顧客の深耕や、新規顧客の開拓などに総力を挙げて参りました。その結果、売上高は
108億７千５百万円（前年同期99億４千８百万円）となりました。利益につきましては、経常損失が10億
６千９百万円（前年同期の経常損失７億７千８百万円）、四半期当期純損失が10億８千７百万円（前年同
期の中間当期純損失８億８百万円）となりました。 
 なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に比較的集中するた
め、第１四半期から第３四半期毎の連結会計期間における売上高に比べ第４四半期連結会計期間の売上高
が著しく多くなるといった季節的変動があります。 
  
 ※ 前年同期の数値は参考情報として記載しております。 
  

 （資産） 
流動資産は、前連結会計年度末に比べて13％減少し、193億２百万円となりました。これは、現金及び
預金が６億９千１百万円、未成工事支出金が36億５千２百万円それぞれ増加し、受取手形・完成工事未収
入金等が81億１千９百万円減少したことなどによります。 
 固定資産は前連結会計年度に比べてほとんど増減はなく、96億９千万円となりました。 
 （負債） 
流動負債は、前連結会計年度末に比べて10％減少し、201億３千２百万円となりました。これは、未成
工事受入金が34億３千４百万円増加し、支払手形・工事未払金等が44億４千７百万円、短期借入金が16億
９千９百万円それぞれ減少したことなどによります。 
 固定負債は前連結会計年度末に比べて５％増加し、50億６千２百万円となりました。これは社債が４億
円増加し、長期借入金が１億４千４百万円減少したことなどによります。 
 （純資産） 
純資産合計は、前連結会計年度末に比べて22％減少し、38億１千６百万円となりました。これは、主と
して四半期純損失により利益剰余金が10億７千３百万円減少したことなどによります。 
 （キャッシュ・フローの状況） 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、34億４千５百万円となりました。 
 営業活動におけるキャッシュ・フローでは、売上債権の減少等により、21億２千６百万円の収入となり
ました。 
 投資活動におけるキャッシュ・フローでは、有形固定資産の取得による支出等により、６千７百万円の
支出となりました。 
 財務活動におけるキャッシュ・フローでは、長期・短期借入金の返済等により、13億６千４百万円の支
出となりました。 
  

当第２四半期累計期間の業績につきましては、公共工事の発注抑制などによる受注見込時期及び完成予
定時期のずれ、原油価格高騰による原材料費の上昇等により予想を下回る結果となりました。通期につき
ましては、原油価格は不透明ではありますが、下期へ繰り延べになった工事が完成することなどから、平
成20年５月23日付当社「平成20年３月期決算短信」にて公表しました平成21年３月期の業績予想（連結・
個別）から変更はありません。 
 今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

（簡便な会計処理） 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 

期首に算定した年間の退職給付費用を期間按分する方法により算定しております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わな
いで債権と債務を相殺消去しております。 

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法
により相殺消去しております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実行税率を合理的に見積り、税引前
四半期純利益に当該見積実行税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実行税
率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実行税率を使用する方
法によっております。 
 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

 1.  「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第
12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年３月14
日 企業会計基準適用指針第14号)を当連結会計年度から適用しております。また、「四半期連結財
務諸表規則」に準拠して四半期連結財務諸表を作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令
第14号）に準じて記載しております。 

 2.  「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第
９号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低
下による簿価切下げの方法）に変更しております。 
 なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

 3.  「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会
平成18年５月17日 実務対応報告第18号)を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な
修正を行っております。 
 なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

  

 （追加情報） 

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）に伴い、法定
耐用年数及び資産区分が見直されました。これにより、当社及び国内連結子会社の機械装置について、
第１四半期連結会計期間より改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更を行っております。 
 なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 1. たな卸資産の評価方法

 2. 固定資産の減価償却費の算定方法

 3. 退職給付費用の期間按分計算

 4. 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

 5. 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去
  連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

  連結会社相互間の取引を相殺消去

 1. 税金費用の計算

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第2四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 3,445,172 2,753,182 

受取手形・完成工事未収入金等 4,599,446 12,719,240 

未成工事支出金 10,107,052 6,454,374 

原材料及び貯蔵品 287,470 237,683 

その他のたな卸資産 22,510 7,212 

繰延税金資産 3,536 3,795 

その他 1,011,095 350,801 

貸倒引当金 △173,700 △248,622 

流動資産合計 19,302,583 22,277,667 

固定資産 

有形固定資産 

土地 6,116,562 6,116,562 

その他（純額） 2,252,490 2,281,768 

有形固定資産合計 8,369,052 8,398,331 

無形固定資産 55,104 57,273 

投資その他の資産 

投資有価証券 868,110 804,817 

長期貸付金 115,931 115,833 

破産更生債権等 425,919 354,102 

繰延税金資産 3,420 3,420 

その他 285,284 302,670 

貸倒引当金 △431,964 △368,471 

投資その他の資産合計 1,266,701 1,212,371 

固定資産合計 9,690,858 9,667,976 

繰延資産 18,589 － 

資産合計 29,012,031 31,945,643 

負債の部 

流動負債 

支払手形・工事未払金等 6,619,231 11,067,012 

短期借入金 5,935,609 7,634,632 

1年内償還予定の社債 100,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 290,346 294,096 

未払法人税等 39,757 70,484 

預り金 85,131 258,529 

未成工事受入金 6,058,470 2,624,287 

賞与引当金 111,420 － 

完成工事補償引当金 25,895 25,116 

工事損失引当金 124,800 48,270 
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（単位：千円） 

当第2四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

その他 742,297 239,266 

流動負債合計 20,132,958 22,261,694 

固定負債 

社債 400,000 － 

長期借入金 448,624 593,172 

長期未払金 94,876 102,892 

繰延税金負債 140,246 138,685 

再評価に係る繰延税金負債 1,170,441 1,170,441 

退職給付引当金 2,808,410 2,803,482 

固定負債合計 5,062,599 4,808,674 

負債合計 25,195,557 27,070,369 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,751,500 1,751,500 

資本剰余金 869,602 869,602 

利益剰余金 △340,273 733,427 

自己株式 △3,569 △3,024 

株主資本合計 2,277,259 3,351,505 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 107,617 86,702 

土地再評価差額金 1,414,139 1,414,139 

為替換算調整勘定 △4,253 △1,782 

評価・換算差額等合計 1,517,503 1,499,060 

少数株主持分 21,710 24,709 

純資産合計 3,816,473 4,875,274 

負債純資産合計 29,012,031 31,945,643 
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 10,875,308 

売上原価 10,853,889 

売上総利益 21,418 

販売費及び一般管理費 1,041,997 

営業損失（△） △1,020,579 

営業外収益 

受取利息 6,659 

受取配当金 12,223 

持分法による投資利益 11,505 

雑収入 20,456 

営業外収益合計 50,844 

営業外費用 

支払利息 97,843 

雑支出 1,993 

営業外費用合計 99,837 

経常損失（△） △1,069,572 

特別利益 

固定資産売却益 1,460 

不動産売買契約違約金 3,677 

貸倒引当金戻入額 2,734 

その他 616 

特別利益合計 8,488 

特別損失 

固定資産除却損 3,391 

割増退職金 2,025 

特別損失合計 5,416 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,066,500 

法人税等 24,025 

少数株主損失（△） △2,998 

四半期純損失（△） △1,087,526 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,066,500 

減価償却費 115,718 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,929 

その他の引当金の増減額（△は減少） 193,657 

受取利息及び受取配当金 △18,882 

支払利息 97,843 

持分法による投資損益（△は益） △11,505 

その他の営業外損益（△は益） △14,569 

有形固定資産売却損益（△は益） △1,460 

有形固定資産除却損 3,391 

その他の特別損益（△は益） △2,269 

売上債権の増減額（△は増加） 11,482,160 

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,717,763 

仕入債務の増減額（△は減少） △4,451,278 

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,931 

小計 2,596,683 

利息及び配当金の受取額 19,041 

利息の支払額 △89,707 

法人税等の支払額 △51,776 

その他 △348,001 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,126,240 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △72,323 

有形固定資産の売却による収入 3,680 

無形固定資産の取得による支出 △4,750 

投資有価証券の売却による収入 667 

ゴルフ会員権の売却による収入 2,428 

貸付けによる支出 △68,942 

貸付金の回収による収入 64,575 

その他 7,321 

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,342 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,700,000 

長期借入金の返済による支出 △148,298 

自己株式の取得による支出 △544 

社債の発行による収入 500,000 

配当金の支払額 △15,594 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,364,437 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,471 
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（単位：千円） 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 691,989 

現金及び現金同等物の期首残高 2,753,182 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,445,172 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

  当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 
該当事項はありません。 

  

あすか創建㈱は持分比率が増加したため、新たに持分法適用関連会社となりました。この結果、当第２

四半期連結会計期間において利益剰余金が29,789千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において利益

剰余金が△340,273千円となっております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（要約）前中間連結損益計算書 

 
  

  

  

  

「参考資料」

科  目

前中間連結会計期間

(自 平成19年４月１日

 至 平成19年９月30日)

金額(千円)

Ⅰ 売上高 9,948,449

Ⅱ 売上原価 9,508,305

売上総利益 440,144

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,147,880

営業損失（△） △707,735

Ⅳ 営業外収益 36,171

Ⅴ 営業外費用 106,922

経常損失（△） △778,486

Ⅵ 特別利益 3,532

Ⅶ 特別損失 5,655

   税金等調整前中間純損失（△） △780,609

   税金費用 28,009

少数株主利益 128

   中間純損失（△） △808,748
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